2022年度　「ライフサイエンス・スタートアップ経営人材育成カリキュラム」
エントリーシート
　本申込書にご記入いただいた情報は、「ライフサイエンス・スタートアップ経営人材育成カリキュラム」のプログラム進行上、必要な範囲において利用するものとします。（選考者・講師には開示）参加者の同意なく、それ以外の目的には利用いたしません。
· 公益財団法人神戸医療産業都市推進機構プライバシーポリシー： https://www.fbri-kobe.org/privacypolicy/
上記内容を承諾した上で、当講座に申込みます。　　送付先：keieijinzai@fbri.org
	ふりがな
氏　名
	

	住所


	〒　　　　－　　　　



	所属・役職
	

	電話

（携帯）
	· -　
· -
	生年
	西暦　　　 　　　年

	メールアドレス
	　　　　　　　　　　　@
	性別
	男性　・　女性

	最終学歴
西暦　　　　　年　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（卒業・修了・中退）

	簡単な業務経験・職務経歴
	履修を希望する理由・目的

	（約400字）

	（約400字）



	「神戸での起業」への思い

	（約280字）


	その他（自己PR等）

	（約280字）


	応募要件　下記の条件の全てに当てはまりますか。（全てに当てはまることが応募条件になります。）
	はい／いいえ

	(1) 採択までに、日本国内に居住しているもしくは居住する予定である者。また、外国籍の者については、日本における滞在及び就労要件を満たしていること。
(2) 神戸市内でライフサイエンス・スタートアップの起業を検討していること。
(3) 原則、全11回のプログラム全てにご出席が可能なこと。
(4) チームでの課外作業に対応が可能なこと。（場合によっては臨時講義開催の可能性あり）
(5) 当該プログラム受講に際し知り得た企業及び営業上、並びに他の個人情報について秘密を順守出来る者、または、これを当人の確認・許可なく関係者外に周知・流布等しない者であること。
(6) 以下の排除対象者のいずれにも該当しない者であること。

① 所属 法人等（個人、法人又は団体をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）であるとき又は法人等の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員又は 支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、 団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。以下同じ。）が、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき。

② 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれから投資を受ける、又はこれと取引関係にあるなど、直接的あるいは積極的に暴力団又は暴力団員の維持、運営に協力又は関与している者。

③ 自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき。

④ 暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき。

⑤ 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれと社会的に非難されるべき関係を有しているとき。

⑥ その他 神戸市における暴力団の排除の推進に関する条例、又はこれに相当する他の地方公共団体の条例に定める禁止行為を行っている者
⑦ 上述の排除対象者であることを知りながらこれと社会的に非難されるべき関係を有している者。

	重要事項

	（1） 本プログラム受講にあたっては、書類およびオンライン面談により選考された方に受講いただきます
なお、選考理由に関しては、お答えいたしかねますのでご了承ください。
（2） 本プログラムの参加は無料です（参加のための交通費・宿泊費、通信費等は受講者各自の負担になります）。
（3） 10/14、3/10実施回は神戸にて現地での開催、その他の回についてはオンライン開催を予定しております。新型コロナウイルス感染症の感染状況により変更になる可能性がありますので、予めご了承ください。
（4） 受講に関して知り得た、企業及び営業上、並びに他の個人情報について周知・流布しないことについて同意書に署名頂きます。
（5） プログラム中、終了後にライフサイエンス分野のスタートアップ起業・経営に関する情報を提供させて頂く可能性があります。
（6） 本プログラムは実シーズを用いてビジネスプランの検討を行います。本プログラムを通して作成したビジネスプランやアイデアは実シーズの保有者に帰属致しますのでご了承ください。
（7） 講義の撮影、録音は禁止とさせて頂きます。
（8） 地震・台風等の自然・ 交通災害、講師の急病等、他やむを得ない事情が発生した場合等、事務局が必要と判断した場合、当プログラムの一部もしくは全部について、遅延、中断、延期をさせて頂く場合があります。
（9） 本プログラム開催中、取材が入る可能性があります。

	当講座をどこでお知りに
なりましたか？
	

	（お問い合わせ・送付先）  
送付先    E-Mail　 keieijinzai@fbri.org

	事務局記入欄
	受付日　令和4年　　　月　　　日
	受付番号


